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温習) 当院をこおける虚血性太股二擬症例の検討
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過去10年間芳当院で経験した18例の虚血性太腹衆を検

討し報告Lた,

年令は,30才から和才代の各年魯闇をこみられき高齢者

に多い憶和まなかった◎また性別では,女性をこやや多く

みられた.大部分殿症例で声高乱真玉症亨糖尿病,動脈硬

化症き不整脈等の基礎疾患が認められた.

病変は,90%の症例をこ｡2左側結腸をこ遜統性に認められ

た書太腹内視鏡検査で,審症をこ糖数的であるとされる鮮

遠藤脇は芦甑,7%の症例に認#沌 れた｡また,軽症例で
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軸方和こ集合している所見を認めた≠この様な病変は,

比較的早期をこ消糞する症例が多くァ確定診断のために屯

できるだげ早期の大勝内視鏡検査が必祭と考える.
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紺 的詔潰癌性太腹衆 (uC)の dyspはS豆透を検討する

ため,基礎的デ-タとLて uC をこおける炎症の程度と

上皮細胞の鱗形懸変化との相関を濃霧約をこ解析Lた,
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面積及 び粘膜肉親症細胞数を計測し男同時に 錯/C比
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核 の最後亨短径ヲ蘭箪殿いずれもが増太していた｡2)

炎症細胞数 をこ髭転倒し鱗鼠径,短径,面積は増加するが,
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逢う榛 か体 , クロマチンパ針-ソは激症の学期より変化

をお こすか幻 惑ys耶王as豆aぼ横桁漉きさでは擬症巣型よ

り着意 をこ噌太 しており,榛は炎症異型に比べより濃軸へ
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拡張型心筋症ユW例について,予後不良園子を検索し,

突然死例の検討を行った8本症の診断確定後の3年生存

率は78%95隼生存率は62%であさ/9才死因は心不全死15

であった申願葦整斉率曲線を用いた予後不良因子の検索

-こ工三.細｢.!j検査時 い'LT,1ー)＼'11諏111川IL:.卜j､L了)肝.心的

細胞横径中東値が 25がm をこえる群及び経過中 Sustah

m磨dVT を認める欝をこおいて,それぞれ3年生存率66

%｢芳速2%賢32JOd,と予後不良であった.突然死且3例中予
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認められたが,心不全死例との間をこ有意差は無く,死銅

の予測は困難であった七抗不整脈剤投与についても両群

に叢は無i,また予緩-の影響鮎認められなかった申以

上タSust捜豆rほdVT検出例は明らかをこ予後不良ではあ

るが,非検出例で突然死殿 丁立通 は車さいとは言えず,

その検班法ならびに治療法が今後の課題と考えられる.

望)拡張型心筋症をこ合併 した VT語例 とその
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持続型心室頻拍を望した拡張型心筋症 百三潔ニM)後症

例をこ対し,電気生理換黍 艦㌘郭 を含めた結果及び転帰

をこつき報告する,

監㌘Sをこて持続塑心室頻拍は3例で誘発された血機の

･鮎 .ミニトPpこ1..i--S十朱施行軒 ∴ト ､∴∴亘亘寸 粧狛言

~･'.L:■IT∴利敵 ~･.j誘発され -浩甘 く､日日-こIitmlP=tI;7,認

め,願摘殿機序はリヱ:/トリ-と考えられた申② E㌘S

で薬剤効凝殿判定を行った場合延べ且2動学3埜且剤〆太

郎薬剤効果をあたが,有効な薬剤はなく,薬物治療は溶

離であった,③2例では複数の波形があり,複数の起源

を有する噂能性が考えられたヤ⑥2例が突然死且例が心
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